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ご入学、進級おめでとうございます。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、約１ヶ月半

の間、休校が続きましたが、４５名の新入生を迎えて無事に新年度をスタートすることができ、

寄宿舎指導員一同大変嬉しく思います。 

さて、学校は再開されたばかりですが、県教育委員会からの通知に伴い、本校では感染症予防

対策の一つとして、在舎する生徒数を当面の間、５０％以下にすることになりました。近隣にお

住まいの御家庭を中心に通学の協力を依頼することになり、急な対応にも関わらず、ご理解・ご

協力を頂き大変感謝しております。寄宿舎では、全員在舎に向けて、三密（密閉・密集・密接）

に十分気をつけながら生徒が安心して過ごせるように、今後も感染症予防対策の工夫改善に努

めていきたいと思います。 

一日も早くコロナウイルスが収束し、通常の生活に戻ることを願い、学校・寄宿舎・家庭と密

に連携協力をしながら、令和２年度、夢と希望を胸にスタートした 13２名の生徒たちと一緒に、

寄宿舎職員もスマイル（笑顔）で頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い致します。 

 

寄宿舎生活の感染症予防対策の例 

 

① 「手洗いをしっかりしましょう。」の文面を寄宿舎ロビー、各棟・各階、談話室等へ掲示。 

② 対面だったロビーの新聞台を横並びへ変更し、仕切りの設置。 

③ 入浴時間やアイロンの時間など、グループごとに分けて日課を行う。 

④ 食事の際はグループに分けて、三密にならないように食事を摂る。 

⑤ 当面の間、三密になるような行事や係活動などの自粛。 

⑥ ソーシャルディスタンスの目安となるステップ等の掲示と言葉かけ。 

⑦ 生徒の自由時間は、ソーシャルディスタンスに意識して過ごすことができるように 

掲示物の設置や職員全体で言葉かけをする。 

⑧生徒が過ごす場所はこまめに換気・消毒を行う。 

※寄宿舎生活が始まったばかりなので改善点も出てくると思います。三密にならないように 

十分に気をつけながら、適宜、工夫改善に努めていきたいと思います。 
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校長先生からのメッセージ 
 

「ウェルカム OKT へ」 

 沖縄高等特別支援学校第 30 期生として、入学された 45 名の新１年生の皆さん、入学おめでとうござ

います。 

そして、新入生を温かく迎えてくれた２、３年生の「頼られる先輩」となった皆さん、進級おめでとうご

ざいます。 

 令和 2年度は、世界、日本、そして沖縄県においても新型コロナウイルス感染症が拡大し、始業式、入

学式が例年より遅れてしまいました。そこで、生徒の皆さんにお願いすることがあります。 

●1点目は咳のエチケットや手洗い、検温と健康状態の確認をして下さい。 

●2点目に不要不急の外出はしないで下さい。 

●3点目は３密（密閉空間、密集場所、密接場面）を避けて下さい。 

さて、去る 3月に卒業した先輩方は、見事進路も決定しそれぞれが自分の“夢実現”へ向け巣立ってい

きました。もちろん在校生全員もよき職業人・社会人となるために本校へ入学したと思います。沖高特祭

や体育祭、寄宿舎で行われる様々なイベントなど楽しい活動もたくさんありますが、卒業後の進路（就職

と生活）を目指すことが第一目標となります。しかし、未だ多くの不安を抱えている生徒・保護者の方々

も多いでことでしょう。 

 学校生活は楽しいか、授業は集中して取り組んでいるか、友達はできたか、寄宿舎では自立した生活が

できているのか等、多くの心配があると思います。そのようなときは、いつでも相談してください、また

学校に足を運んで実際に参観しに来てください。いろいろな面で保護者が学校に足を運ぶことによって、

保護者・学部職員・寄宿舎職員が悩みや課題等の情報を共有し、生徒の“夢実現”向けた取り組みが充実

できると思います。 

 校庭が花や緑にあふれ、きれいに整備された環境の中で、学部での授業や寄宿舎での生活をとおして、

本校の校訓である「希望・敬愛・自立」の実現へ向け、生徒の自立・社会参加を目指しています。具体的

に言うと、生徒が卒業するまでには、自信を持って様々な取り組みを行い、また思いやりがある「立派な

社会人であり、良き職業人であり、幸せな生活」ができる将来像を願っています。そのために、保護者と

教職員が情報を共有し、個々の生徒が希望を持ち、心豊かで、自立できるよう、“夢実現”を達成できる

よう全力で取り組んでまいりますので、ご協力・ご支援をよろしくお願いいたします。 

令和２年 5月吉日 

                                     校長 渡久地
と ぐ ち
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教頭先生からのメッセージ 

～人間の究 極
きゅうきょく

の幸せへの第一歩～ 

 

 １年生のみなさん３０年の伝統ある沖縄高等特別支援学校への入学おめでとう！ 

 新入生のみなさんが加わった寄宿舎生のみなさんは、自己
じ こ

実現のために全 寮 制
ぜんりょうせい

の本校を自らの意思

で受検し合格を勝ち取り、今、この学び舎
や

に集っていることと思います。 

 本校は、３０年前の開校以来からずっと、みなさんの職業自立（就職）をめざす学校です。そのこと

を一寸
いっすん

たりとも忘
わす

れないで、ポジティブに３年間の学園生活を大いに楽しんでほしいと願っています。 

 さて、みなさんは「人間の究 極
きゅうきょく

の幸せ」って何か分かりますか？ 

それは、、、、、 

① 人に愛されること ②人にほめられること ③人の役に立つこと ④人から必要とされること  

だと、障 害 者
しょうがいしゃ

をたくさん雇用
こよう

している日本理化学工業（神奈川県：６０年前から障害者雇用に取り組

み、現在では全体の約７０％が知的障害のある社員。）の大山泰弘
やすひろ

前会長が語った言葉です。その深い

意味は、「人は働くこと（職業生活）によって究極の幸せを得ることができる」をいうことです。 

寄宿舎は、集団生活を通して、働くためのベースとなる生活力を高める学習をします。これまで、家

庭ですべて家族にやってもらっていた甘
あま

えん坊
ぼう

さんは、一つ一つ丁寧
ていねい

にゆっくり、自分でできること

を着実に増やし、家族の役に立てるようになってください。また、すでに家庭内での役割
やくわり

をこなしてい

るしっかり屋さんは、家族のためにやってあげられることを増やし、一人暮
ぐ

らしやグループホーム等を

目標にするなど生活自立
．．．．

をめざしてください。 

 また、志を共有できる生涯の友に出合うこともあります。ぜひ、いろんな個性のある仲間の良いとこ

ろに気づき、ほめたり、まねしたりして､共にすてきな大人になれるよう切磋琢磨
せ っ さ た く ま

してください。きっと

その小さな努力と幸せの一つ一つを積み重ねることが、大きな幸せにつながります。 

さぁ、幸せへの第一歩を踏
ふ

み出しましょう！教頭先生は、チャレンジする君を全力で応援
おうえん

します！！ 

最後に今年度は、本校の創立３０周年記念式典、沖縄県特別支援学校知的障害教育校ＰＴＡ連合会

（通称：沖知Ｐ）事務局校としての３０周年記念事業の取り組みがありますので、全保護者のご協力よ

ろしくお願いします。                                    

教頭  稲田
い な だ

 洋一
よういち

 



 

 

 

 

 

 

今年度、寮務主任（舎監長）を務めることになりました饒
よ

辺
へん

正志
まさし

と申します。本校は３年目で、

３年２組副担任、３年生の「国語」と１年生の「就労基礎」を担当しています。 

 昨年度末に引き続き、新型コロナウイルスの影響で、新年度にまで影響が及んでしまいました。

その間、皆さん一人一人が新学期に対する様々な「想
おも

い」を抱えたと思います。 

みなさんは新学期を迎えるに当たって、どのような心境
しんきょう

で迎えることができたでしょうか。私の希

望としては、悲観的
ひかんてき

なものだけでなく、改めて「学校」や「寄宿舎」に対する自身の「想い」を再確

認できた時間だと考えて欲しいと思っています。 

この場を借りて、生徒、保護者の皆さまへそれぞれお願いがあります。 

生徒の皆さん、今年度の寄宿舎での生活はこれまでに無いほど、集団生活、行事、学習会等で皆さ

んの協力を必要としています。そんな寄宿舎での時間を通して、相手のことを思いやり、自分にで

きることを一生懸命、頑張れる人間になれるように頑張りましょう。 

保護者の皆さまには、帰省した際には、舎での様子を是非
ぜ ひ

とも聞いて頂きたいと考えております。

そのやりとりの中で、ご自宅では、頑張ってきたことを誉め、不安に思っていることがあればゆっ

くり話を聞き、また前向きな気持ちで学校へ登校することができるようサポートをよろしくお願い

致します。 

これから始まる寄宿舎での生活は、楽
らく

なことばかりではありません。ですが、同じ目標を持った

仲間たちと寝食
しんしょく

をともに過ごしていく中で得
え

た学びは、決して他の学校では経験できないことで

す。みなさん一人一人が、ここでの経験を誇
ほこ

れるような素敵な場所にしていけるように、私たち職

員一同、ご家庭や園との協力・連携しながら支援することを約束します。これからよろしくお願い

致します。 

 

 

寮務主任（舎監長） 饒
よ

辺
へん

 正志
まさし

 

舎監長からのメッセージ 
 



（参考資料）厚生労働省より 

 

こまめな手洗いの言葉かけをご家庭でもよろしくおねがいしま

す！！ 



 

             

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月の行事予定表 

１日(月) 帰舎日、生活確立週間～４日まで  

４日(木) 歯磨き強化週間 （３年生） 

５日(金) 帰省日  

８日(月) 帰舎日     

９日(火) 歯磨き強化週間（１・２年生） 

１１日(木) 命の学習会①人間関係編（３年生） 

１２日(金) 帰省日 

１５日(月) 帰舎日 

１６日(火) 交通安全教養講座①＆開講式 ※３年生の希望受講者のみ 

１７日(水) 平日余暇活動 

１８日(木) 命の学習会①人間関係編（１年生） 

１９日(金) 帰省日 

２２日(月) 帰舎・帰省日 ※希望在舎日 

２３日(火) 慰霊の日・余暇活動 ※希望在舎日 

２5 日(木) 命の学習会①人間関係編（２年生） 

２６日(金) スマイル発行日 

２９日(月) 帰舎日 

 
※保護者の皆様へ 

日程は一部変更になることがあります。どうぞご理解・ご協力をよろしくお願い致し

ます。 


